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月
一
日
か
ら
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
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宮
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告
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号
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昭
和
二
十
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法
律
第
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九
条
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滑
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進
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嘉　
　

浩　
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称
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定
年
月
日
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か
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テ
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岩
沼
市
北
長
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字
畑
向
山
二
十
七

－
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平
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五
年
一
月
一
日
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医
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田
郡
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大
字
村
田
字
町
百
八
十
四

平
成
二
十
五
年
一
月
二
十
八

日

駅
前
北
き
し
内
科
ク
リ
ニ
ッ

ク

石
巻
市
駅
前
北
通
り
一
丁
目
十
四

－

十
二

平
成
二
十
五
年
三
月
一
日

宮
城
県
子
ど
も
総
合
セ
ン
タ

ー
附
属
診
療
所

名
取
市
美
田
園
二
丁
目
一

－

四

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日

医
療
法
人
常
磐
会　

石
巻
と

き
わ
ク
リ
ニ
ッ
ク

石
巻
市
中
央
二
丁
目
一

－

十
六
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成
二
十
五
年
一
月
十
六
日

よ
ね
か
わ
薬
局

登
米
市
東
和
米
川
字
四
十
田
二
十
八

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
二

日

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
四
十
一
号

　

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
条
の
二
（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
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及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
そ

の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
医
療
機
関
か
ら
次
の
と
お
り
廃
止
し
た
旨
届
出

が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
五
年
四
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

名　
　
　

称

所　
　

在　
　

地

廃
止
年
月
日

ベ
ー
テ
ル
病
院

岩
沼
市
北
長
谷
字
畑
向
山
南
二
十
七

－

二

平
成
二
十
四
年
十
二
月
三
十

一
日

れ
も
ん
調
剤
薬
局
石
巻
店

石
巻
市
中
央
一
丁
目
十
四

－

十

平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
三

日

石
巻
市
中
央
き
し
内
科
ク
リ

ニ
ッ
ク

石
巻
市
中
央
一
丁
目
十
五

－

一

平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
八

日

石
巻
と
き
わ
ク
リ
ニ
ッ
ク

石
巻
市
中
央
二
丁
目
一

－

十
六

平
成
二
十
五
年
一
月
十
五
日

畠
山
歯
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医
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沼
市
仲
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目
五
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成
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十
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〇
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地
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自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
林
業
・
木
材
産

業
改
善
資
金
に
係
る
償
還
金
の
徴
収
事
務
を
平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日
次
の
と
お
り
委
託
し
た
。

　
　

平
成
二
十
五
年
四
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

委
託
の
相
手
方

　
　

角
田
市
梶
賀
字
高
畑
北
百
五
十
三
番
地　
　
　
　
　
　
　
　
　

仙
南
中
央
森
林
組
合

　
　

柴
田
郡
川
崎
町
大
字
前
川
字
北
原
二
十
一
番
地
の
一　
　
　
　

川
崎
町
森
林
組
合

　
　

伊
具
郡
丸
森
町
字
田
町
南
一
番
地
の
一　
　
　
　
　
　
　
　
　

丸
森
町
森
林
組
合

　
　

白
石
市
福
岡
長
袋
字
岩
崎
八
十
一
番
地
の
六　
　
　
　
　
　
　

白
石
蔵
王
森
林
組
合

　
　

黒
川
郡
大
和
町
落
合
松
坂
字
直
南
沢
三
十
九
番
地
の
二
十
三　

黒
川
森
林
組
合

　
　

仙
台
市
泉
区
市
名
坂
字
万
吉
前
十
九
番
地
の
一　
　
　
　
　
　

宮
城
中
央
森
林
組
合

　
　

大
崎
市
岩
出
山
下
野
目
字
長
田
百
二
十
九
番
地
の
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大
崎
森
林
組
合

　
　

栗
原
市
栗
駒
桜
田
街
道
西
十
一
番
地
の
九
十
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駒
高
原
森
林
組
合

　
　

登
米
市
登
米
町
大
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日
根
牛
小
池
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登
米
町
森
林
組
合

　
　

登
米
市
東
和
町
米
川
字
小
田
百
十
番
地
の
一　
　
　
　
　
　
　

東
和
町
森
林
組
合

　
　

登
米
市
津
山
町
柳
津
字
小
麻
七
十
八
番
地　
　
　
　
　
　
　
　

津
山
町
森
林
組
合

　
　

本
吉
郡
本
吉
町
坊
の
倉
八
番
地
の
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
吉
町
森
林
組
合

　
　

気
仙
沼
市
赤
岩
牧
沢
四
十
四
番
地　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

気
仙
沼
市
森
林
組
合

　
　

本
吉
郡
南
三
陸
町
志
津
川
字
天
王
山
百
三
十
八
番
地
三　
　
　

南
三
陸
森
林
組
合

　
　

石
巻
市
大
瓜
字
棚
橋
下
待
井
六
十
五
番
地
の
一　
　
　
　
　
　

石
巻
地
区
森
林
組
合

　
　

仙
台
市
青
葉
区
上
杉
二
丁
目
四
番
四
十
六
号　
　
　
　
　
　
　

宮
城
県
森
林
組
合
連
合
会　

　
　

仙
台
市
青
葉
区
東
照
宮
一
丁
目
八
番
八
号　
　
　
　
　
　
　
　

宮
城
県
木
材
協
同
組
合

二　

委
託
期
間

　
　

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
四
十
三
号

　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
沿
岸
漁
業
改
善

資
金
に
係
る
償
還
金
の
収
納
事
務
を
平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日
次
の
と
お
り
委
託
し
た
。

　
　

平
成
二
十
五
年
四
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

委
託
の
相
手
方

　
　

石
巻
市
開
成
一
番
二
十
七

　
　

宮
城
県
漁
業
協
同
組
合

二　

委
託
期
間

　
　

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
四
十
四
号

　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
農
業
改
良
資
金

に
係
る
償
還
金
の
収
納
事
務
を
平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日
次
の
と
お
り
委
託
し
た
。

　
　

平
成
二
十
五
年
四
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

委
託
の
相
手
方

　
　

柴
田
郡
柴
田
町
西
船
迫
一
丁
目
十
番
地
の
三　
　
　
　
　
　
　

み
や
ぎ
仙
南
農
業
協
同
組
合

　
　

栗
原
市
志
波
姫
堀
口
見
渡
二
番
地
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

栗
っ
こ
農
業
協
同
組
合

　
　

登
米
市
迫
町
佐
沼
字
中
江
三
丁
目
九
番
地
の
一　
　
　
　
　
　

み
や
ぎ
登
米
農
業
協
同
組
合

　
　

石
巻
市
中
里
五
丁
目
一
番
十
二
号　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
し
の
ま
き
農
業
協
同
組
合

　
　

本
吉
郡
南
三
陸
町
志
津
川
字
大
森
一
番
地　
　
　
　
　
　
　
　

南
三
陸
農
業
協
同
組
合

二　

委
託
期
間
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平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
四
十
五
号

　

家
畜
伝
染
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
家

畜
伝
染
病
が
発
生
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。　　
　
　

　
　

平
成
二
十
五
年
四
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

家
畜
伝
染
病
の
種
類

　
　

ヨ
ー
ネ
病

二　

畜
種

　
　

牛
（
黒
毛
和
種
）

三　

患
畜
及
び
疑
似
患
畜
の
区
分
並
び
に
そ
の
頭
数

　
　

患
畜　

六
頭

四　

発
生
の
場
所
又
は
区
域

　
　

大
崎
市

五　

発
生
年
月
日

　
　

平
成
二
十
五
年
四
月
二
日

六　

患
畜
の
取
扱
い

　
　

法
令
殺

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
四
十
六
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
県
営
前
川
地
区
土
地

改
良
事
業
（
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
）
計
画
を
定
め
た
の
で
、
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
縦
覧

に
供
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
土
地
改
良
事
業
計
画
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
期
間
満
了
の

日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以
内
に
宮
城
県
知
事
に
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
異
議
申

立
て
に
対
す
る
決
定
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
同
条
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
、
こ
の
決
定
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日

の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台
地
方
裁
判
所
に
こ
の
決
定
に
対
す
る
取
消
し
の
訴

え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
四
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

縦
覧
に
供
す
る
書
類
の
名
称

　
　

土
地
改
良
事
業
計
画
書
の
写
し

二　

縦
覧
期
間

　
　

平
成
二
十
五
年
四
月
十
二
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
五
月
十
五
日
ま
で

三　

縦
覧
場
所

　
　

川
崎
町
役
場

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
四
十
七
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
県
営
岩
沼
地
区
土
地

改
良
事
業
（
農
山
漁
村
地
域
復
興
基
盤
総
合
整
備
事
業
（
農
地
整
備
事
業
））
計
画
を
定
め
た
の
で
、
同
条
第
五
項
の

規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
土
地
改
良
事
業
計
画
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
期
間
満
了
の

日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以
内
に
宮
城
県
知
事
に
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
異
議
申

立
て
に
対
す
る
決
定
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
同
条
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
、
こ
の
決
定
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日

の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台
地
方
裁
判
所
に
こ
の
決
定
に
対
す
る
取
消
し
の
訴

え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
四
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

縦
覧
に
供
す
る
書
類
の
名
称

　
　

土
地
改
良
事
業
計
画
書
の
写
し

二　

縦
覧
期
間

　
　

平
成
二
十
五
年
四
月
十
二
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
五
月
十
五
日
ま
で

三　

縦
覧
場
所

　
　

岩
沼
市
役
所
、
名
取
市
役
所

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
四
十
八
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
十
二
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
北
部

土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
四
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

道　

路　

名　

小
牛
田
松
島
線

三　

道
路
の
区
域

宮　　城　　県　　公　　報
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変

更

の

区

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

大
崎
市
古
川
桑
針
字
北
新
田
六
九
番
二
地
先
か
ら

同
市
古
川
桑
針
字
七
走
八
二
番
二
地
先
ま
で

　

Ａ
前　

　

Ｂ

一
二
・
一
〜

 

一
二
・
五

二
四
八
・
五

一
二
・
三
〜

 

一
五
・
八

二
四
八
・
五

後
Ａ

一
二
・
一
〜

 

一
二
・
五

二
四
八
・
五

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
四
十
九
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
十
二
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
北
部

土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
四
月
十
二
日

 
 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

道　

路　

名　

河
南
築
館
線

三　

道
路
の
区
域変

更

の

区

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

遠
田
郡
涌
谷
町
太
田
字
欠
下
三
五
番
四
地
先
か
ら

同
町
太
田
字
欠
下
三
五
番
三
地
先
ま
で

前

二
二
・
三
〜

 

四
一
・
八

七
六
・
〇

後

二
二
・
三
〜

 

五
一
・
二

七
六
・
〇

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
五
十
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
十
二
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
北
部

土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
四
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

県

道

河
南
築
館
線

遠
田
郡
涌
谷
町
太
田
字
欠
下
三
五
番
四
地
先
か
ら

同
町
太
田
字
欠
下
三
五
番
三
地
先
ま
で

平
成
二
十
五
年

 

四
月
十
二
日

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
五
十
一
号

　

石
巻
市
か
ら
石
巻
広
域
都
市
計
画
決
定
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法

律
第
百
号
）
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
四
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類

　

１　

種
類　

石
巻
広
域
都
市
計
画
土
地
区
画
整
理
事
業

　

２　

名
称　

石
巻
市
下
釜
第
一
地
区
被
災
市
街
地
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業

二　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
五
十
二
号

　

石
巻
市
か
ら
石
巻
広
域
都
市
計
画
決
定
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法

律
第
百
号
）
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
四
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類

　

１　

種
類　

石
巻
広
域
都
市
計
画
土
地
区
画
整
理
事
業

　

２　

名
称　

石
巻
市
湊
北
地
区
被
災
市
街
地
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業

二　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）

公　
　
　

告

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
。

　
　

平
成
二
十
五
年
四
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

落
札
に
係
る
物
品
の
名
称
及
び
数
量　

宮
城
県
貞
山
高
等
学
校
仮
設
校
舎
賃
貸
借　
　

一
式

二 　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
の
名
称
及
び
所
在
地　

宮
城
県
教
育
庁
施
設
整
備
課　

仙
台
市
青
葉
区
本
町

宮　　城　　県　　公　　報
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三
丁
目
八
番
一
号

三　

落
札
者
を
決
定
し
た
日　

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
一
日

四　

落
札
者
の
名
称
及
び
所
在
地　

東
海
リ
ー
ス
株
式
会
社
仙
台
支
店　

仙
台
市
青
葉
区
中
央
四
丁
目
十
番
三
号

五　

落
札
金
額　

一
億
三
千
九
百
二
十
三
万
円

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

一
般
競
争
入
札

七　

入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日　

平
成
二
十
五
年
二
月
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
。

　
　

平
成
二
十
五
年
四
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

落
札
に
係
る
物
品
の
名
称
及
び
数
量　

宮
城
県
立
山
元
支
援
学
校
仮
設
校
舎
賃
貸
借　

一
式

二 　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
の
名
称
及
び
所
在
地　

宮
城
県
教
育
庁
施
設
整
備
課　

仙
台
市
青
葉
区
本
町

三
丁
目
八
番
一
号

三　

落
札
者
を
決
定
し
た
日　

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
一
日

四　

落
札
者
の
名
称
及
び
所
在
地　

東
海
リ
ー
ス
株
式
会
社
仙
台
支
店　

仙
台
市
青
葉
区
中
央
四
丁
目
十
番
三
号

五　

落
札
金
額　

一
億
四
千
三
十
三
万
二
千
五
百
円

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

一
般
競
争
入
札

七　

入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日　

平
成
二
十
五
年
二
月
八
日

選
挙
管
理
委
員
会

〇
宮
選
管
告
示
第
三
十
六
号

　

次
の
政
治
団
体
は
、
政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、

平
成
二
十
五
年
四
月
二
日
以
後
、
政
治
活
動
（
選
挙
運
動
を
含
む
。）
の
た
め
に
、
寄
附
を
受
け
又
は
支
出
を
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
団
体
と
な
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
四
月
十
二
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　
　

　
　

地　
　

光　
　

輝　
　
　

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者

の
氏
名

会
計
責
任
者

の　

氏　

名

　
　
　
　

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

愛
郷
社
東
北
本
部

菅
野　

正
人

大
森　

一
成

仙
台
市
青
葉
区
大
町
二

－

八

－

二
九

明
る
い
石
巻
を
つ
く
る
会

加
賀　
　

剛

小
野
寺
光
雄

石
巻
市
開
北
二

－

一
五

－

一
九

い
た
ば
し
美
保
後
援
会
「
な
で

し
こ
会
」

板
橋　

美
保

板
橋　

明
美

名
取
市
高
舘
熊
野
堂
字
岩
口
下
三
七

－

一
一

伊
藤
聡
後
援
会

伊
藤　
　

聡

伊
藤　

敏
江

仙
台
市
青
葉
区
本
町
一

－

二

－

五

伊
藤
隆
幸
後
援
会

横
山　

俊
二

伊
東　
　

徹

亘
理
郡
山
元
町
山
寺
字
作
田
山
四
三

岩
佐
た
か
し
後
援
会

岩
佐　
　

隆

渡
辺　

義
信

亘
理
郡
山
元
町
高
瀬
字
浜
砂
一

－

二

大
友
あ
ら
た
を
励
ま
す
会

大
友　
　

新

大
友　
　

正

遠
田
郡
美
里
町
牛
飼
字
清
水
江
二
〇
三

－

二
三

小
笠
原
ま
ち
子
後
援
会

袋　
　

浩
子

小
笠
原
陵
一

宮
城
郡
利
府
町
花
園
二

－

二
五

－

二

尾
形
明
後
援
会

氏
家　

正
巳

尾
形　

恵
司

加
美
郡
加
美
町
上
多
田
川
字
岩
滝
一
〇
九

尾
形
勝
通
後
援
会

小
野　

弘
郎

尾
形　

康
子

栗
原
市
高
清
水
台
町
一
五

香
取
つ
ぐ
お
後
援
会

川
島　

重
雄

香
取　

嗣
雄

塩
竈
市
舟
入
二

－

八

－

一
二

－

四

川
嶋
保
美
栗
原
連
合
後
援
会

佐
藤　
　

昭

菅
原　

正
晃

栗
原
市
若
柳
字
川
南
南
大
通
一
四

－

七

菅
野
ひ
ろ
ゆ
き
後
援
会

菅
野　

正
義

菅
野　

利
子

気
仙
沼
市
松
崎
下
金
取
七
八

菊
地
公
一
後
援
会

佐
藤　

捨
夫

堀
川　

幸
喜

亘
理
郡
山
元
町
坂
元
字
原
二
五

き
く
ち
進
後
援
会

鈴
木　

辰
男

菊
地　
　

進

塩
竈
市
尾
島
町
一

－

九

木
村
和
彦
後
援
会

佐
々
木
正
士

木
村　

洋
子

大
崎
市
古
川
小
野
字
小
高
一
七

栗
原
つ
ば
さ
の
会

菊
地
多
計
子

佐
々
木
ゆ
き
子

栗
原
市
若
柳
字
川
南
南
大
通
一
四

－

七

県
政
を
考
え
る
会

髙
子　

勝
美

長
橋　

伸
二

白
石
市
不
澄
ケ
池
一
三

郷
内
良
治
後
援
会

本
郷　

満
雄

大
友
き
よ
み

名
取
市
愛
島
笠
島
字
上
北
沢
五

公
友
会

鈴
木　

公
義

鈴
木　

典
子

牡
鹿
郡
女
川
町
桐
ヶ
崎
字
桐
ヶ
崎
六
六

穀
田
好
光
後
援
会

若
生　

勝
昭

内
ヶ
崎
修
平

黒
川
郡
富
谷
町
富
谷
字
町
北
裏
五
六

ご
と
う
正
幸
後
援
会

後
藤　

尚
志

寺
嶋　

隆
好

亘
理
郡
山
元
町
高
瀬
字
北
の
原
三
九

今
野
栄
希
後
援
会

庄
司　

貞
夫

今
野
ま
つ
よ

名
取
市
手
倉
田
字
諏
訪
五
六
一

昆
野
幸
裕
後
援
会

昆
野　

昇
一

小
山
健
治
郎

気
仙
沼
市
田
尻
沢
一
六
六

今
野
よ
し
ま
さ
後
援
会

今
野　

義
正

今
野　

慎
介

名
取
市
閖
上
字
仏
文
寺
四
五

－

一

西
條
清
貴
後
援
会

西
條　

清
貴

西
條
美
和
子

登
米
市
津
山
町
横
山
字
久
保
三
三

佐
々
木
敏
克
後
援
会

太
田　

勝
男

大
友　

久
敏

名
取
市
植
松
一

－

一

－

二

佐
藤
清
隆
を
励
ま
す
会

佐
藤　

清
吉

今
野　

千
秋

大
崎
市
古
川
保
柳
字
西
構
北
五

佐
藤
幸
生
を
育
て
る
会

佐
藤　

幸
生

佐
藤　

義
昭

栗
原
市
高
清
水
石
沢
四

－

二

佐
藤
洋
治
後
援
会

升　
　

忠
彦

尾
本　

澄
夫

柴
田
郡
村
田
町
大
字
村
田
字
広
畑
四
八

沢
田
哲
夫
の
会

沢
田　

哲
夫

沢
田　

直
恵

遠
田
郡
涌
谷
町
涌
谷
字
千
間
江
八

－

一

翁
山
会

今
野　

雄
紀

今
野　

雄
紀

本
吉
郡
南
三
陸
町
志
津
川
字
黒
崎
三
九

－

一
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潮
騒
の
会

石
川　

茂
男

阿
部　

玄
一

石
巻
市
中
里
六

－

一
三

－

一
八

し
が
勝
利
後
援
会

志
賀　

勝
利

志
賀　
　

勝

塩
竈
市
舟
入
一

－

五

－

四
〇

四
宮
規
彦
後
援
会

岡
本　

利
彦

小
笠
原
郁
郎

亘
理
郡
亘
理
町
字
新
町
五
五

柴
田

柴
田　

紘
一

柴
田　

紘
一

仙
台
市
泉
区
鶴
が
丘
四

－

二
〇

－

一
六

渋
谷
征
夫
と
加
美
町
を
考
え
る

会

渋
谷　

正
義

渋
谷　

隆
治

加
美
郡
加
美
町
下
新
田
字
前
田
四

松
栄
会

松
川　
　

昭

村
田　

健
二

石
巻
市
蛇
田
字
閘
門
一
七

－

六

正
和
会

小
林　

正
一

小
林　

明
美

名
取
市
高
舘
吉
田
字
東
内
舘
七

菅
原
健
後
援
会

菅
原　
　

健

沼
田　

和
也

仙
台
市
若
林
区
二
軒
茶
屋
一
四

－

三

菅
原
博
信
後
援
会

菅
原　

博
信

菅
原　

隆
子

気
仙
沼
市
高
井
二
一
一

－

一

高
橋
ゆ
き
お
政
経
研

高
橋
由
紀
雄

高
橋
由
紀
雄

亘
理
郡
亘
理
町
逢
隈
田
沢
字
土
手
下
七
二

－

一

中
鉢
和
三
郎
後
援
会

佐
藤　

忠
一

中
鉢　

正
年

大
崎
市
鳴
子
温
泉
字
黒
崎
一
一
八

忠
友
会

佐
々
木
昭
一

高
橋　

辰
昭

大
崎
市
鹿
島
台
深
谷
字
新
田
一

藤
心
会

内
海　
　

健

熊
谷　

裕
輔

仙
台
市
泉
区
七
北
田
字
新
道
二
九

－

二

富
塚
正
夫
後
援
会

佐
々
木
正
志

冨
塚　

幸
夫

栗
原
市
築
館
字
照
越
大
ヶ
原
一
二
九

永
沼
正
一
後
援
会

五
十
嵐
利
男

菊
田　

徳
彦

角
田
市
佐
倉
字
一
本
木
町
五

に
っ
た
和
広
後
援
会

渡
辺　

初
男

伊
藤
栄
勢
男

多
賀
城
市
八
幡
三

－

五

－

三
〇

仁
田
和
廣
政
策
研
究
会

仁
田　

和
廣

伊
藤
栄
勢
男

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
吉
田
浜
字
上
の
台
一
一

－

一

日
本
共
産
党
高
橋
ま
さ
る
後
援

会

佐
藤　

年
夫

佐
藤　

年
夫

柴
田
郡
村
田
町
大
字
村
田
字
東
田
二
三

－

一

東
山
た
つ
お
育
て
る
会

東
山　

竜
起

東
山　

竜
起

仙
台
市
青
葉
区
桜
ケ
丘
四

－

二
七

－

七

袋
正
後
援
会

田
口
冨
士
男

千
葉　

徳
郎

登
米
市
迫
町
北
方
字
金
ヶ
森
一
二

朋
友
会

袋　
　
　

正

鈴
木　

昭
男

登
米
市
迫
町
北
方
字
金
ヶ
森
一
二

本
郷
一
浩
後
援
会

檀
崎　

秀
夫

渡
辺　
　

正

名
取
市
愛
島
北
目
字
柳
沢
五
六

本
郷
隆
後
援
会

本
郷　

幹
雄

本
郷　

浩
子

牡
鹿
郡
女
川
町
黄
金
町
一
三

－

二

松
崎
た
か
し
後
援
会

我
妻　

宗
雄

本
木　
　

仁

刈
田
郡
蔵
王
町
宮
字
下
別
当
一
〇
二

－

二

宮
城
維
新
の
会

赤
間　
　

学

赤
間　
　

学

仙
台
市
太
白
区
泉
崎
一

－

一
八

－

三
五

宮
城
県
電
工
組
政
治
連
盟

山
野　

國
廣

佐
藤
富
士
夫

仙
台
市
若
林
区
東
七
番
丁
一
五
七

－

一

村
田
町
に
自
治
の
柱
を
立
て
る

会

佐
藤　

正
隆

佐
藤　

洋
子

柴
田
郡
村
田
町
関
場
砂
子
八

門
田
よ
し
の
り
育
て
る
会

門
田　

幸
治

佐
藤　

之
康

遠
田
郡
涌
谷
町
小
里
字
右
堂
崎
一
六

－

一

山
内
一
英
の
会

山
内　

一
英

佐
藤　

邦
宏

仙
台
市
宮
城
野
区
仙
石
二
一

－

八

山
田
龍
太
郎
後
援
会

佐
藤　

宏
郎

山
田
由
美
子

名
取
市
増
田
一

－

二

－

七

吉
田
ゆ
う
や
後
援
会

吉
田　

君
子

吉
田　

知
嗣

宮
城
郡
利
府
町
加
瀬
字
南
野
中
沢
四
三

－

一
一

若
生
ひ
ろ
し
後
援
会

村
田　

直
喜

若
生　
　

隆

黒
川
郡
大
郷
町
大
松
沢
字
袖
町
三
一

若
生
裕
俊
後
援
会

若
生　

裕
俊

深
野
せ
つ
子

黒
川
郡
富
谷
町
今
泉
字
鶴
巻
五
一

渡
辺
政
巳
連
合
後
援
会

船
山　

俊
一

八
巻　

松
子

伊
具
郡
丸
森
町
字
石
倉
三
一

－

六

〇
宮
選
管
告
示
第
三
十
七
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
政
治
団
体
か
ら
提
出

が
あ
っ
た
平
成
二
十
四
年
分
収
支
報
告
書
に
つ
い
て
、
訂
正
の
報
告
書
が
提
出
さ
れ
た
の
で
、
平
成
二
十
五
年
宮
選
管

告
示
第
十
七
号
の
一
部
を
次
の
と
お
り
改
め
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
四
月
十
二
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　
　

　
　

地　
　

光　
　

輝　
　
　

　

太
陽
の
党
宮
城
県
第
二
選
挙
区
支
部
の
平
成
二
十
四
年
分
収
支
報
告
書
の
要
旨
の

１　

収
入
総
額
中

「１　
収
入
総
額

　
　
　
　

9,195,000円

」
を
「１　

収
入
総
額

　
　
　
　

5,195,000円

」
に
、

「本
年
収
入
額

　
　
　
　
　

9,195,000円

」
を
「本

年
収
入
額

　
　
　
　
　

5,195,000円

」
に
改
め
る
。

２　

支
出
総
額
中

「２　
支
出
総
額

　
　
　
　

9,195,000円

」
を
「２　

支
出
総
額

　
　
　
　

5,195,000円

」
に
改
め
る
。

３　

本
年
収
入
の
内
訳
中

「寄
附

　
　
　
　
　

3,295,000円

」
を
「寄

附

　
　
　
　
　

4,295,000円

」
に
、

「団
体
分

　
　
　
　
　295,000円

」
を
「団

体
分

　
　
　
　

1,295,000円

」
に
、

「本
部
又
は
支
部
か
ら
供
与
さ
れ
た
交
付
金
に
係
る
収
入

　
　
　
　

5,900,000円

」
を

「本
部
又
は
支
部
か
ら
供
与
さ
れ
た
交
付
金
に
係
る
収
入

　
　
　
　　

900,000円

」
に
、

「太
陽
の
党

　
　
　
　

5,900,000円

」
を
「太

陽
の
党

　
　
　
　　

900,000円

」
に
改
め
る
。

４　

支
出
の
内
訳
中

「政
治
活
動
費

　
　
　
　
　

8,671,840円

」
を
「政

治
活
動
費

　
　
　
　
　

4,671,840円

」
に
、

「寄
附
・
交
付
金

　
　
　
　

8,671,840円

」
を
「寄

附
・
交
付
金

　
　
　
　

4,671,840円

」
に
改
め
る
。

５　

寄
附
の
内
訳
中

「坂
口　
栄
司

　
　
　
　

1,000,000円　
仙
台
市
宮
城
野
区

」
を

「坂
口　
栄
司

　
　
　
　

1,000,000円　
仙
台
市
泉
区

」
に
改
め
、

「本
田
印
刷
㈱

　
　
　
　　

200,000円　
仙
台
市
若
林
区

」
の
次
の
行
に
、
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「㈱
恒
成
商
事

　
　
　
　

1,000,000円

　

多
賀
城
市

」
を
加
え
る
。
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